
２.横断形状は路面排水が良好となるよう施工する。

※この図面はＡ１サイズ、縮尺S=1:30です
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３.敷砂利は再生骨材を標準とする。

【設計規格】

○○

道路

幅員

１.本標準設計は暫定支線道路施工後、敷砂利舗装を行う場合に

   適用する。

   ただし、現場条件に応じ省略することができる。

４.耳芝は人工芝とし、幅15cmを使用する。

  注　意　事　項

道路幅員

設計規格 幅員(m)

60 5.0/6.0

55 4.5/5.5

50 4.0/5.0

45 3.5/4.5

40 3.0/4.0

30 2.0/3.0
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   道路工B=4.0(敷砂利のみ)

   道路工B=3.0(敷砂利のみ)

   道路工B=6.0(敷砂利のみ)

   道路工B=5.5(敷砂利のみ)

   道路工B=5.0(敷砂利のみ)

   道路工B=4.5(敷砂利のみ)

支線道路工(敷砂利)
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